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　　　　　　　のり面緑化における鳥類の誘引手法

一 人工とまり木と疑似果実植物の製作とその科学的根拠一

境　慎・二朗

1　はじめに n　材料と製作

　京都大学大学院農学研究科附属演習林上賀茂試験地

（京都市北区ヒ賀茂本山，以下，ヒ賀茂試験地）の災

害復旧山腹工事を行ったのり面において，人11のとま

り木と疑似果実植物を用いた鳥類の誘引効果について

の試験を行っている111｝。本試験の目的は，のり面緑化

において人為的に樹木や種子を導入するのではなく，

鳥類をのり面に誘引し，その脱糞やペリットに含まれ

る周辺植生の種子を効率的に散布させようとするもの

である，，

　鳥類の誘引手法として，人工のとまり木と疑似果実

植物（写真一1）を用いたが，今回の報告では，その製

作と科学的根拠に関する事項を記述する。

　］．人ILとまり木

　とまり木の構造は，4．Ocm×1．5cm×200cm　O）支柱の

最ヒ部に4．Ocm×L5cm×50cmの横木を取付け逆L型

とし，さらに横木の中央に穴を開け，長さ50cmの丸

棒（木製φ＝1．2cm）を通し｝・字型とした（図・1），｝支柱

と横木の接合には，筋交い板（合板）を挟んで木ネジ

を用いた。支柱および横木は，2．Om規格の製材品を

使用した。この製材品1本から，支柱1本あるいは横

木4本を採材した，これは施工に際して持ち運びが容

易なことと，強風にkる破損を防止するためである．
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写真一1　疑似果実植物付きノロ．と長り木 図・1　人［．とEリイミの構造

SAKAI、shinjiro

Blrds　invitation　technique　of　a　man・made　slope

－ Making　of　artificial　perches　and　imitation’s　fruits　plant、　and　science　basls一

キーワード：鳥類，種子散布、と＃り木，疑似果実植物

Key　words：Birds，　Seed　dispersion，　Perches，　Irnitationls　fruits　plant

一 ］4一



京ナ、演｛目弔2001

1998年5Jl～1999年3月に京都大学大学院農x｝：：研

究科附属演習林和歌山演習林（和歌el　J県有田郡清水町’、

以ド，和歌山演習林）で「1・った人Lとまり木の調f［t”

においては，2．Omの支柱に1．Omの横木を2本取付け

たが，強風による横木の破損が度々発生した，t二の二

とから、ヒ賀茂試験地における試験では，横木の長さ

を50cmと短くした、、また，鳥類が停留できる部位を

増やすため，横木に丸棒を取付けた／，丸棒は，ムクト

リサイズの鳥類の停留を考慮し，ペットショップにて

とまり木を調査し，直径1．2Clnとした。この丸棒の取

付け位置を横木中央としたのは，後述するように鳥類

の疑似果実への近づきやすさを考慮したものである、

　とまり木の高さについては，苧：本植物に被覆されな

い高さ，強風による破損防1⊥二と施工のしやすさ，およ

び製材品の規格を考慮し，さらに低木の高さを目安と

して2．Omとした、，

　設置から2年以」二経過した上賀茂試験地の人1’とま

り木は，　度も破損していないことから，このサイズ

が適切であると考えられる、，

　2，人一1疑似果実植物

　擬似果実植物の構造は，赤色を主体とした4～6mln

のガラス製のビーズ→｛6～16個にワイヤー（＃34）を通

し，それら12セットを1つにまとめ（写真・2），長さ

約50cmのビニール製の偽ツタ植物の中央部に取付け

たものである。

　この疑似果実植物の材料、形状については，1998

年10月～1999年2月に和歌山演習林で行・・たr・備

実験や，2000年1月～6月に上賀茂試験地で行った

f’備実験の結果（いずれt）未発表）から決定した、疑

似果実植物の製作にあたり，最も考慮した点は，果実

部の色落ちであ／）た。本物の果実の色，形状に最も類

似しているのは，クリスマスやil：月用の造花（実）であ

った、、しかし，これらを屋外に曝すと，数週間で表面

塗料が剥がれた。液状ゴム製のコーティングを試みた

が，形状が複雑なため完全なコーテングは困難であっ

た、そのため、コーティング皮膜と造花（実）の隙間に

雨水が染込み，その部分から色落ちした，さらに果実

と果柄の結合部の接着が弱いため，果実部の落ド，も

しくは鳥類が引きちぎって採食する恐れもあった

　これらのことから，造花（実）の使川は不向きと考え，

ビーズ玉を用いた、、当初は，環境負荷を極力少なくす

ろため，木製の色ピー一ズを川いて実験した、しかし，

色落ちが激Lく，数週間で表面塗料が剥がれa・c　11が現

ねた　次に一般的なフラスチ・ソク製の色ビ…ズ｛て実

験したが，これも数か月で色落らした　よって，二川

らのヒ…ズ玉は，長期間の設置仁1：向きであるt：判陶1

した、

∀ぷ．

写真・2　ガラス製ヒーズ1三で製作した果実部

　次いで，ガラス製の色ビーズ玉を川いて，疑似果実

を製作した。ガラス製ビーズ玉は他のビーズピに比べ

高価であるが，色落ちはなかった，L賀茂試験地に設

置している疑似果実には，ヨーロッパ製アンティーク

ガラスのビーズ1三（直径6mm）を多く使用した，こ

のビーズEは，通常のガラス製ビーズ1三よりも高価で

はあるが，より本物の果実の色，光沢に近いと考えた、

　ビーズ｛三の連結には，　・般的にナイロン製テグスを

川いるが，今回の試験では全てワイヤーを使用した。

これは，長期間野外に設置するため，より丈夫なもの

が必要と考えたためである。また誤って鳥類がビーズ

玉を引きちぎり飲み込む事を防IEするためにも，簡単

に切れない事を念頭に置いた。さらに，先端部のビー

ズkの固定は，ワイヤーを1・分に巻き付け念入りに行

った、これは，先端部のビーズ玉が外れると11こめがな

くなり，他のビーズトが落ドするからである。

　上賀茂試験地での試験では、カラスがビーズ玉の房

を何度も引っ張る行動を確認しているが，現在までに

ワイヤーが切れビーズEが外れた事はない。

　ビーズ玉の色は、赤色の他に一房に付き，10個程

度の黒色を使用した，黒色のビーズ1・は，赤色のピ…

ズ下間にランダムに配置した。これは，より多くの鳥

類を誘引するために，後述する果実の：色表示効果‥

を演出することを目指した。

　疑似果実植物の製作には，果実部の他に枝葉部が必

要である　本物の枝葉の色，形状に最も類似していた

のは，fii・紙製の造花であったが，これらも屋外に曝

すと数週間で色落らした。次いで，ビニール製の偽ツ

タ植物を用いたところ、色落ちけなかった　これは非

常に安価てはあるが，耐fN　・Mはす・ぐれてい了二

　ニリ）偽ツタ植物の中央部にピース1；の房をワイヤー一

て川定し，とまり木1ノ）横木ヒ部に1没il’；した（写真一3），

ピー一スじ〔ノ）Jコj一は垂らさず｛こ，　｛為ツク1直4勿の｛．剖㍑こ定W

させた　これはビーズllの房を垂らすと，風に主oて

揺すらわ，接rト部か切断一1一る恐れがあるためてある
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写真・3　疑似果実植物取付け状況

また，緑色の偽ツタ植物の上にビーズ玉の房を配置し

たのは，後述する葉群果実旗効果1’1’を考慮したためで

ある。

皿　人工的誘引のための工作物の科学的根拠

　鳥類を誘引する手段として，一般的には餌台が知ら

れている。しかし，餌台を設置した場合，恒常的に餌

を供給する必要があるが，のり面ではそれは困難であ

る。また餌となる果実を付ける樹木等をのり面に植栽

する手法があるが，施工費が高く，経済的に有利とは

言えない。さらに，のり面に樹木を植栽することには，

数々の弊害が知られている1　11　IT｝。

　そこで，人工のとまり木に疑似果実植物を取付ける

ことによって，より多くの鳥類を誘引する手法を考案

した。人工のとまり木と疑似果実植物を用いて鳥類を

誘引し，鳥散布種子によって緑化する試みは，独創的

な要素があると思われる。しかしながら，本試験は様

々な科学的根拠を織り交ぜて行っているものである、

こ二では，その科学的根拠について述べる。

　鳥糞に含まれる様々な種子を利用した荒廃山地の緑

化は，江戸時代に岡山の熊沢藩山らが考案した1“）とさ

れている。これは，荒廃地に鳥の餌を播くことによっ

て鳥類を誘引し，脱糞に含まれる種子から育った植物

が緑化に役立つことを強調したものである．美濃，松

山，鹿児島などで実際に試みられ，いくつかの成功例

があったようである1‘；）　，

　近年では，2002年1月に日本緑1ピコ’学会が発表し

た「生物多様性保全のための緑化植物の取り扱い方に

関する提言」’”の地域性系統あるいは自生種を用いた

緑化手法において，とまり木を導人する方法が提言さ

れている。

　以Lの例は，のり面に鳥類を誘引すれば，種子散布

が促進され，遷移の進行が早まることが広く認識され

ていろことを意味する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　京大演年報2001

　1，人丁とまり木

　名神高速道路のり面における木本類の侵入形態を見

ると，初期の侵入種はアカマツなどの風散布種が多い

が，施工後32～33年になると侵入種の大部分は鳥
散布のものであると報告されている1　’．これによると，

緑化施工直後の段階では風散布の樹種が主に侵入し，

その樹種がある程度大きくなった時点で，それを利用

する鳥類によって新たな樹種の種子が持ち込まれるこ

とにより，種数が増加したものと考察されている，ま

た道路盛上斜面に樹木を植栽すると，鳥類の種r供給

により樹木未植栽の盛ヒ斜面より侵人植物の種類が多

くなる4Tとされている。さらに，放棄された農耕地に

おいて種子量を左右するのは，低木（鳥が停留できる）

の有無である’口とされている，，

　…方，樹木だけでなく，鳥のとまり木となる構造物

を設置すると，その地点に集中的に種子が運ばれるよ

うになる1’1とされている，このことは、東京湾臨海埋

立地の樹木個体の分布において，電線の下や排水溝が

ある場所で樹木が多くなる傾向が認められている2

ことからも示唆される。

　これらのことから，のり面などのオープンサイトに

おけるとまり木は，シードレインを誘囚すろ効果を持

っている‘’〕と考えられる」しかしながら，筆者以外

にのり面緑化において，鳥のとまり本となる構造物を

設置した事例はこれまでにない，

　製材品による人工とまり木では、和歌山演習林で行

った試験において，とまり木直下に鳥糞の分布を確認LLI｝

し，上賀茂試験地で現在行っている試験においても，

多数の種r一の散布を確認1’Vしている．、よって，このよ

うな安価な規格製材品で製作した人工とまり木でも，

鳥類は停留しシードレインを誘因する効果があると考

えている

　2．人F疑似果実植物

　人工とまり木をのり面に設置することで，鳥類はそ

れに停留し種子を含む糞を落とす。しかし，鳥類は人

工とまり木に誘引された訳ではなく1停留場所として

利用しているだけである。そ二で，仁り多くの鳥類を

のり面に誘引するために、人Lの疑似果実植物をとま

りイ＼に取付けた，その効果を検討するために，疑似果

実植物付きのとまり木と，とまり木のみをランダムに

設置し，その直ドに落ドする鳥糞と種了・数を比較した
1’V

tt疑似果実植物付きとまり本直下の鳥糞数とそれに

含まれる種子数は，とまり木のみの直下よりも多く，

誘引効果が生じていると考えられた

　赤を主体とした色ヒーズ1：等で製f1：Lた人Lの疑似

果実植物が、鳥類を誘引したと思われろ恨拠を述べる

　烏にk●f）て種t”散1日を図る果：実日1赤を中心とした

鮮やかな比較的単純な色彩て彩られ，外観は皆Lく似
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ている1”）。また，果肉がないにも関わらず，外観を似

せて，鳥に種子散布させようとする植物もある。トベ

ラの種子は赤色で，マサキやツルウメモドキなどの種

子は仮種皮が色鮮やか燈色であるが，これらは鳥に種

子を散布してもらうためであり，果実に似た色や形を

した「果実擬態」と呼ばれているB）。さらに果実擬態

の中にはゴンズイ，イヌザンショウ，タンキリマメな

どのように，鳥に種子の存在を示すため，種子は黒い

が，開いた果皮はあざやかな赤色で，赤と黒の対比が

目立っているものがあるH｝。鳥はまず色を手がかりに

して果実を探す’）ため，鳥をひきつける方法として，

色による信号がすぐれている1ωとされている。

　これらのことから，人工の疑似果実植物であっても，

色，形などの外観が本物の果実によく似ていれば，鳥

類を誘引することができると考えられる。

　今回作製した疑似果実の大きさは，4～6mmとし

たが，これは日本の暖温帯と冷温帯の大部分の果実が

直径4～11mmにある1　「’）ことから決定した。さらに，

小型～大型鳥類が採取可能な果実サイズは7mm未満

7）とされていることからも，多くの鳥類を誘引できる

果実の大きさであると考えられる。

　最も重要な要素である果実色については，鳥散布果

実52種の色の割合が，赤色が最も多く次に黒色であ

るt”’）ことに基づいて，多くの赤色と少量の黒色とした。

赤のみの単色とせずに黒色を混ぜたのは，二色表示仮

説1’”を考慮したためである。二色表示仮説とは，二色

果実表示の方が単一色表示よりも多く鳥に持ち去られ

ることから，二色表示が強い鳥誘因効果を持つIL15）と

されている。このことは操作実験によって，赤・黒の

二色表示において果実の持ち去り率が高いこと1”）が示

されている。

　果実量については，疑似果実を房状に束ねることに

より多くすることを試みた。これは果実を多くつける

個体ほど遠くまで目立っので，多くの果実食鳥を集め

ることができるという仮説「’）に基づいたものである。

　房状の疑似果実をナイロン製の偽ツタ植物に取付け

たのは，より本物に類似させるためであるが，取付け

に関しては，葉群果実旗仮説ωを考慮した。高さ2m

の位置に取付けた疑似果実を鳥類が発見するのは，そ

れよりも上部および斜め上からになると考えられる。

よって，房状の疑似果実は最上部に取付け，その周囲

に偽ツタ植物の葉を配置した。これは，赤や黒は葉の

緑色をバックにした場合にもっともよく目立ち鳥に発

見されやすいこと（葉群果実旗仮説）15｝に基づいたも

のである。さらに，丸棒に留まった鳥にとっては，こ

れらの疑似果実は最も採取しやすい位置関係となって

いる。これは，枝にとまって採餌する鳥は枝から採餌

しやすい位置にある果実を優先的に採餌する行動’｝に

配慮したものである。
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　以上のように，様々な科学的根拠に基づいて，より

ディスプレー効果が高く，外観的に色，形が本物の果

実植物と似通った疑似果実植物を製作したことによっ

て，誘引効果が生じたと考えている。

IV　おわりに

　上賀茂試験地で行っている試験t：’）は，現在において

も効果が継続している（図・2）。今後も，継続して誘

引効果を調査する予定である。さらに，現在，京都大

学農学研究科森林科学専攻の辻田らとの研究におい

て，上賀茂試験地に生息する留鳥のヒヨドリのバンデ

ィングを行っている。このバンディングによって，渡

鳥と留鳥のヒヨドリの区別が可能となる。これにより

留鳥と渡鳥のヒヨドリによる疑似果実に対する学習能

力，誘引効果の差なども調査する予定である。

　疑似果実植物付き人工とまり木は，日本緑化工学会

での発表後，ジオグリーンテック（株）およびダイトウ

テクノグリーン（株）のバックアップを受けて，日本道

路公団試験研究所緑化技術センター（滋賀県甲賀郡石

部町）の各種試験展示場「エコもりど」の一角に2002

年3月末に設置された（写真・4）。現在，その調査・

観察を行っているが，この手法が新しい緑化手法とし

て，実用化されることを切望している。

　最後に本試験は多くの方々のご教示と協力によって

行われている。京都大学大学院農学研究科附属演習林

の柴田　昌三助教授，中西　麻美助手，同上賀茂試験

地の技官各位，日本道路公団試験研究所緑化技術セン

ターの宮下　修一所長，上村　恵也副所長，藤森　澄

夫生産技術課長，ジオグリーンテック（株）の長谷川

秀三代表取締役，田中　伸一関西事務所長，ダイトウ

テクノグリーン（株）の牧　隆緑化資材開発部長に，こ

こに記して感謝の意を表します。
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写真・4　日本道路公団試験研究所緑化センターに

　　　設置された疑似果実植物付き人工とまり木

　なお，本試験の一部は，日本学術振興協会科学研究

補助金（奨励研究（B）課題番号13920032）を受けて

行った。
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